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○ 米食メニュー「おにぎり」に関して、専門店やコンビニ等での多彩な商品開発等もあり、ＷＥＢ検索指数が上昇。

〇 公式サイトで「農政局員が見つけた町のおにぎり屋さん」、YouTubeでは手軽に作れるおにぎり等の魅力を発信。

国産具材を色彩豊かに商品化
（TARO TOKYO ONIGIRI）

注目される「おにぎり」市場 WEB等を活用した魅力発信

高品質系やボリューム系などの多彩な商品
（株式会社ファミリーマート）

老舗米屋監修のお米にこだわった商品
（株式会社セブン-イレブン・ジャパン）

2023年1/1週－12/24週

前年同期比  119％

2020/1/5  2021/1/3 2022/1/2 2023/1/1

Google Trends
「おにぎり」週別指数
 2020/1/5～2023/12/30

公式サイトにて、各地域のおにぎり屋さん特集

米の消費拡大情報サイト「やっぱりごはんでしょ！」にて
「農政局員が見つけた町のおにぎり屋さん」を公開

コンビニエンスストアでの多彩な商品開発

羽根付き焼きおにぎり
（入谷 gao）

多彩な方向性のおにぎり専門店

YouTubeチャンネルにて、おにぎり特集

海苔のパリっとした食感を手軽に再現できる方法等、
ラップフィルムを活用した多彩なおにぎりを紹介。

４－３ 新たな需要の取り込み 注目される「おにぎり」についての魅力発信

WEB検索指数の上昇

冷凍販売の実験 高付加価値な商品展開

（株式会社ローソン）
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生産者の悩み

・商談ノウハウ不足

・契約知見不足

・相手情報の不足

・事前セミナー

・事前マッチング

・商談後フォロー

事務局のフォロー

実需者ニーズ

・安定調達のための新し
い生産者との繋がり

・受取時期など価格や
数量以外での付帯条件

商流物流の基礎知見や近年の
外食・中食動向を事前インプット

実需者の分納希望
生産者の複数年契約希望 etc

サポートデスク設置
契約の継続促進

中食事業者 とのマッチング

関東甲信越エリアでおにぎり・弁当等を製造する中食事業者が、
安定調達可能で値頃感のある多収品種の米を求め商談会に参加。

多収品種を生産する農業法人３者が共同することにより、安定供
給することでマッチング。 70㌧から開始した取引量は、4年目で年
間約200㌧まで取引拡大。

外食事業者 とのマッチング

新潟県内に店舗を持つ全国展開の居酒屋チェーンが、安定調達
可能で値頃感のある良食味の米を求め参加。

新潟県内生産者から多収品種を調達することでマッチング。
県内の店舗から納入開始し、今後全国店舗に拡大予定。

○ 中食・外食ニーズに応じた米安定取引推進のため、産地と中食・外食事業者等を対象とした商談会を開催。

○ 令和４年度については、現地商談会（札幌・大宮・仙台・新潟）とオンライン商談会を実施し、売り手（農業生
産法人等） 延べ８３者、買い手（中食・外食事業者等の実需者） 延べ１４３者が参加。

４－４ 食の外部化への対応 （産地と中食・外食事業者等を結ぶ業務用米マッチング商談会）

マッチング商談会のスキーム 成約事例
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食に関する志向のうち、『健康志向』が高い中高年層シンポジウム、学術会議の支援

健康に関心のある中高年層に対し、シッカリごはんを食

べることの意義や米の健康関連情報の発信を支援

４－５ 「米と健康」に着目した情報発信 （健康志向の高い中高年層への情報発信）

〇 米の１人当たり消費量の減少傾向が続く中、米の機能性など「米と健康」に着目した情報発信等を通じた新たな需要

の取り込みは重要。

〇 特に、健康に関心があり、米の消費が減少している中高年層に向けて「米と健康」に関する情報を発信していくこと

は重要。

2023年12月2日 日本橋ライフサイエンスビルディング
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（最後に） 一杯のごはん、一口のごはん、一つのおにぎり

一杯のごはん
約150g

精米 約65g
米粒 約3,250粒

一口のごはん
約14g ※

1人1日もう一口で
食料自給率1％上昇

（参照） 公益社団法人米穀安定供給確保支援機構
農林水産省 消費・安全局 「消費者の部屋」

一つのおにぎり
約100g ※

1人1週間にもう1個で
食料自給率1％上昇

※摂取食事の状況、カロリーから逆算的に算出していること
から、一口の量目については変動することがあります。

14gについては、令和4年度データから算出

※約100gの値は、左記「一口のごはん」の約7日
分に相当するものとして便宜上の数値。
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〇 消費環境が変化する中、多様な炊飯法、贈答需要や異業種コラボなど、新たな消費スタイルを提案する商品も登場。

多様な業種の企業が、米の新たな需要創造に繋がる商品開発を行っており、米の消費拡大に貢献。

（最後に） 多様な炊飯方法や新たな消費スタイル

卓上炊飯も可能で二段式お
弁当型。 お弁当シーンで炊
きたてごはんを実現。
（サンコー株式会社）

【電子レンジ炊飯器】
米1合と水を入れしばらく浸漬、
レンジ加熱で炊飯可能でお手
頃な100円均一商品タイプ。

（株式会社大創産業）

【弁当箱炊飯器】

【自動計量IH炊飯器】
米量と水量の計量から炊飯まで、
スマホ1台で操作できる、食卓に
も置ける炊飯器。
（パナソニック株式会社）

多様な炊飯方法を提案する商品群 新たな消費スタイルを提案する商品群

【新たな食シーン】 【鉄道企業との異業種コラボ】

【贈答需要の提案】 【PETボトル米】

お湯だけで従来に無かった米食メ
ニューを提案。 高温高速の熱風乾
燥技術により5分調理を実現。

（日清食品株式会社）

地元産米と鉄道会社のコラボ商品。
トミーテックの『鉄道むすめ®』および
新型車両のデザインで沿線限定販売
等により希少性と話題性を演出。

（株式会社ミツハシ）

多彩な形態と色彩により「お米のある
生活シーン」を提案。また小型真空
包装により、贈答需要も喚起
（株式会社 AKOMEYA TOKYO）

新たな包装形態を採用することで、
贈答需要だけでなく、アウトドアや
保存食向けの需要を創造。
（重野農産）
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（参考資料）

食料・農業・農村基本計画 （抜粋）

予算PR版各種
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第２ 食料自給率の目標
１．食料自給率
（５）食料自給率の目標
①食料消費の見通し及び生産努力目標
（第１表）令和12年度における食料消費の見通し及び生産努力目標

第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的
に講ずべき施策

２．農業の持続的な発展に関する施策
（６）需要構造等の変化に対応した生産基盤の

強化と流通・加工構造の合理化
③米政策改革の着実な推進と水田における高収益

作物等への転換
ア 消費者・実需者の需要に応じた多様な米の安定供

給
（前略）米飯学校給食の推進・定着や米の機能性

など「米と健康」に着目した情報発信、企業と連携し
た消費拡大運動の継続的展開などを通じて、米消
費が多く見込まれる消費者層やインバウンドを含む
新たな需要の取り込みを進めることで、米の１人当
たり消費量の減少傾向に歯止めをかける。また、拡
大する中食・外食等の需要に対応した生産を推進
する。（後略）

エ 米粉用米・飼料用米
米粉用米については、ノングルテン米粉第三者認

証制度や米粉の用途別基準の活用、ピューレ等の
新たな米粉製品の開発・普及により国内需要が高
まっており、引き続き需要拡大を推進するとともに、
加工コストの低減や海外のグルテンフリー市場に向
けて輸出拡大を図っていく。また、実需者の求める
安定的な供給に応えるため、生産と実需の複数年
契約による長期安定的な取引の拡大等を推進する。
（後略）

食料消費の
見通し

生産努力
目標

（万トン） 克服すべき課題

国内消費仕向量
（万トン）
１人・１年

当たり消費量
（kg/人・年）

平成30
年度

令和12
年度

平成30
年度

令和12
年度

米 845
(54)

797
(51)

821 806〇 事前契約・複数年契約などによる実需と結びつい
た生産・販売

〇 農地の集積・集約化による分散錯圃ほの解消・連
坦たん化の推進

〇 多収品種やスマート農業技術等による多収・省力
栽培技術の普及、資材費の低減等による生産コス
トの低減

米
米粉用米・
飼料用米を
除く

799
(54)

714
(50)

775 723〇 食の簡便化志向、健康志向等の消費者ニーズや
中食・外食等のニーズへの対応に加え、インバウ
ンドを含む新たな需要の取り込み

〇 コメ・コメ加工品の新たな海外需要の拡大、海外市
場の求める品質や数量等に対応できる産地の育
成

米粉用米 2.8
(0.2)

13
(0.9)

2.8 13〇 大規模製造ラインに適した技術やアルファ化米粉
等新たな加工法を用いた米粉製品の開発による加
工コストの低減

〇 国内産米粉や米粉加工品の特徴を活かした輸出
の拡大

（参考資料） 食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日 閣議決定）（抜粋）
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